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６月定例会議６月定例会議
6 月 18 日～ 20 日

一般会計補正予算￥
補正後予算総額　　102 億 5,626 万 2 千円（+1 億 6,858 万円）　         

事　　　業　　　名　　 補 正 額

定額減税補足給付金（調整給付）事業
（定額減税において、減税がしきれないと見込まれる方を対象に、その差額を補足給付とし
て支給するもの）

7,948 万円

新型コロナウイルスワクチンの予防接種業務
（予防接種業務、町外接種者に対する予防接種費用の助成）

2,684 万円

住民税非課税及び住民税均等割のみ課税世帯等臨時特別給付金事業 
（令和６年度に新たに住民税が非課税となる世帯、及び住民税均等割のみが課される方のみ
で構成される世帯を対象に、１世帯当たり１０万円の給付金を支給するもの）

2,149 万円

農地利用効率化等支援補助金
（農業機械導入に対する支援補助）

218 万円

子育て世帯物価高騰支援特別給付金支援事業
（「住民税非課税及び住民税均等割のみ課税世帯等臨時特別給付金事業」の対象世帯におい
て、１８歳以下の子を扶養している方を対象に、対象児童一人当たり５万円の給付金を支
給するもの）

126 万円

立木伐採処理手数料★質疑あり★
（樹木内部の著しい腐食が判明した角田小学校敷地内危険木の伐採及び撤去に係る処理手数料）

126 万円 

栗山少年ジェット派遣事業
（燃料価格等の高騰による渡航費用の増に係る追加）

88 万円

河川維持費
（タラツ川護岸補修に伴う修繕料の追加）

88 万円

　６月定例会議では、補正予算、条例改正、工事の請負契約等が上程され、すべての議案
を可決しました。また、繰越計算書についての報告がなされました。
　議会提出議案としては、請願、意見書を提出し、請願は議会運営委員会へ付託、意見書
についてはすべて可決しました。

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

６月定例会議
録画配信

予算を変更した主な事業
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斉
藤
隆
浩
議
員　

角
田
小
学

校
敷
地
内
危
険
木
の
伐
採
に

つ
い
て
、
１
メ
ー
ト
ル
を
残

し
て
伐
採
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
１
メ
ー
ト
ル
の
根
拠

は
。

学
校
教
育
課
長　

１
０
０
年

以
上
経
っ
て
い
て
、
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
的
役
割
も
あ
っ
た

た
め
、
森
林
組
合
と
相
談
し

て
危
険
性
の
な
い
１
メ
ー
ト

ル
を
目
安
と
し
て
残
し
、
伐

採
す
る
こ
と
に
し
た
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

木
を
切
ら

な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
小
学

生
も
い
た
。
専
門
家
や
樹
木

医
に
相
談
し
、
切
り
方
等
も

う
１
度
考
え
て
ほ
し
い
。
も

し
切
る
の
で
あ
れ
ば
、
挿
し

木
な
ど
も
考
え
て
ほ
し
い
。

教
育
長　

地
域
の
方
々
の
願

い
は
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

質
疑

規
則
・
条
例

６
月
定
例
会
議
で
は
、
全
５
件
の
規
則
・
条
例
の
改
正

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
２
件
を
解
説
！

栗山町防災会議　　　　　　
　　　女性委員の割合増へ
▼栗山町防災会議条例の一部を改正する　
　条例
　国の「第５次男女共同参画基本計画」に

おいて、令和７年度までに市町村防災会議

の女性委員割合を３０％以上とする目標が

掲げられていることを踏まえ、委員の構成

員に「男女共同参画その他多様な視点に立

った防災推進上必要と認めて町長が任命す

る者」及び「公募による者」を追加し、定

数は２５名以内から３５名以内へ増やし

た。

保育所の職員配置見直し
▼栗山町家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例
　小規模保育及び事業所内保育事業に係る
保育士及び保育従事者の配置基準につい
て、以下のとおり改めた。

年齢
保育士１人あたりが見る
　子どもの人数

　満３歳以上　
満４歳未満

20 人➡ 15 人

満４歳以上 30 人➡ 25 人

そ
の
他

▼
町
道
の
認
定
及
び
廃
止

　

現
在
建
て
替
え
工
事
を
実

施
し
て
い
る
栗
山
赤
十
字
病

院
の
角
田
幹
線
排
水
路
を
挟

み
、
西
側
に
位
置
す
る
路
線

で
、 

西
側
出
入
口
の
確
保
に

伴
い
、
終
点
が
変
更
と
な

る
。

町
道
実
延
長
：　
　
　
　

30
万
３
０
１
１
・
５
４
メ
ー
ト
ル

（
12
・
15
メ
ー
ト
ル
増
）

▼
中
里
団
地
１
工
区
新
築
主

体
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

（
★
質
疑
あ
り
★
）

契
約
金
額

　
　
　

   

１
億
３
６
４
０
万
円

業
者　

  

朝
日
産
業
株
式
会
社

▼
中
里
団
地
２
工
区
新
築
主

体
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額

　
　
　

  

１
億
４
４
５
４
万
円

業
者　

  

松
原
産
業
株
式
会
社

▼
ふ
じ
団
地
93
号
棟
外
壁
改
修

工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

  

６
０
５
０
万
円

業
者　

  

朝
日
産
業
株
式
会
社

▼
ふ
じ
団
地
96
号
棟
外
壁
改
修

工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

  

６
０
２
８
万
円

業
者　

  

松
原
産
業
株
式
会
社

工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
の

　
　
討
論
は
次
の
ペ
ー
ジ
へ
！

質
疑

斉
藤
隆
浩
議
員　

入
札
額
１

位
と
２
位
の
価
格
差
と
、
３

位
以
降
の
価
格
差
が
か
け
離

れ
て
い
る
が
、
本
当
に
適
正

な
入
札
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

建
設
課
長　

設
計
内
容
の
閲

覧
期
間
を
経
て
、
入
札
参
加

業
者
に
見
積
額
を
積
算
し
て

も
ら
う
。
見
積
額
の
幅
は
企

業
の
利
益
の
幅
に
よ
る
も
の

も
あ
る
。
町
内
業
者
２
社
の

価
格
が
近
い
の
は
、
運
搬
経

費
等
の
要
因
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
あ
く
ま
で

も
そ
の
よ
う
な
積
算
の
中
で

入
札
を
行
っ
て
い
る
。

防災対策には女性の視点も重要子どもたちに、より目が行き届くように
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入
札
額
を
見
る
と
、
入
札
と

し
て
の
機
能
を
な
し
て
い
な

い
と
素
人
が
見
て
も
わ
か

る
。
改
善
し
て
い
か
な
い
と

制
度
自
体
の
意
味
が
な
い
。

き
ち
ん
と
入
札
さ
れ
て
い
る

と
い
い
な
が
ら
、
こ
う
い
う

数
字
に
な
る
と
い
う
の
は
納

得
が
で
き
な
い
。

　

議
案
第
15
号
か
ら
17
号
も

同
じ
理
由
で
反
対
。

議案第１６号　ふじ団地９３号棟外壁改修工事の請負契約について         

　中里団地新築主体工事と内容
は違うのに、請負業者がまった
く同じ。町民が見たら不思議に
感じると思う。議案第１４号、
１５号と同様、反対する。

　議案第１４号、１５号と同
様の考えで反対。

斉藤隆浩　議員 端　師孝　議員

反　
　
　

対

賛　
　
　

成
齊藤義崇　議員

　役場は適正に入札を行って
いることは質疑からはっきり
した。この請負契約に対する
嫌疑を晴らすのは企業側なる。
疑いだけでは反対することに
はならない。

議案第１７号　ふじ団地９６号棟外壁改修工事の請負契約について         

　議案第１４号から１７号に
ついては、いろいろ担当課か
らの説明を聞いたが、私はこ
のままでは町民には説明でき
ない。完全な透明ではないと
感じる。誰が見ても競争が働
いたと思える仕組みにしてい
かなければいけない。

　同僚議員の質疑から、入札
額１位、２位の価格差を見
ても、たまたまが続きすぎて
いる。町民でも同じように感
じる人がいると思う。そう感
じる町民がいるのであれば反
対。

斉藤隆浩　議員 端　師孝　議員

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

齊藤義崇　議員

　法律に違反し
ていれば裁かれ
る。議案審議は、
町民に説明でき
るかできないか
ということでは
ない。事実を整
理すれば、賛成
ということにな
る。

堀　文彦　議員

　疑義が起きる
ような明らかな
根拠がない。憶
測の範疇を超え
ていない。

鈴木千逸　議員

　入札については、
精度の高い見積額
を積算できるソフ
トがあると聞く。
また、今回契約し
た２社は長年本町

の公共事業を支えてきた企業で
あり、ノウハウがあると考える
と、今回のような結果はありえ
ることなのでは。

賛
否
の
公
表

議　件　名 結
果

齊
藤
置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
端藤
本
鵜
川

議案第１６号　ふじ団地９３号棟外壁改修工事の請負契約について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ /

議案第１７号　ふじ団地９６号棟外壁改修工事の請負契約について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ /

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　ー：棄権　　　　　　※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。
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討 論

議案第１４号　中里団地１工区新築主体工事の請負契約について        

            
                  

      

白 熱

議　件　名 結
果

齊
藤
置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
端藤
本
鵜
川

議案第１４号　中里団地１工区新築主体工事の請負契約について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ /

議案第１５号　中里団地２工区新築主体工事の請負契約について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ /

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　ー：棄権　　　　　　※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

　入札額に対しては不自然な
ところがあると感じた。同僚
議員の質疑を聞いて、賛成で
きないと感じた。

斉藤隆浩　議員 端　師孝　議員

            
      

‼

反　
　
　

対

賛　
　
　

成
齊藤義崇　議員

　現行の法律に
従って定められ
た通りに行われ
ているというこ
とで、根拠は明
瞭である。

　疑問に思わな
い と こ ろ が な
いわけではない
が、反対する明
確な根拠にはた
どりつけていな
い。

藤本光行　議員鈴木千逸　議員

拠が示せていない以上は正確
に執行されていると判断する。

議案第１５号　中里団地２工区新築主体工事の請負契約について　         

　議案第１４号と同様の考
えで反対。

　議案第１４号と同様の考
えで反対。

斉藤隆浩　議員 端　師孝　議員

反　
　

対

賛　

成
齊藤義崇　議員

　議案第１４号
と同様の考えで
賛成。

　議案第１４号
同様、明確な確
たる根拠がない
ままに反対とい
うのは、いかが
な も の か と 思
う。

藤本光行　議員

　議案第１４号
と同様の考えで
賛成。

鈴木千逸　議員

賛
否
の
公
表

　「なんとなく
そう思う」とい
うようなことで
判断するべきで
はない。今のと
ころ、疑義の証

　入札額を見ると、入札とし
ての機能をなしていないのが
わかる。改善していかないと
制度自体の意味がない。きち
んと入札されていると言いな
がら、こういう結果になると
いうのは納得ができない。

　議案第１４号から議案第１７号において、討論で多くの発言があり
ました。内容は以下のとおりです。



意
見
書

　

本
道
の
森
林
は
、
全
国
の

森
林
面
積
の
お
よ
そ
４
分
の

１
を
占
め
、
地
球
温
暖
化
防

止
や
国
土
の
保
全
、
林
産
物

の
供
給
等
の
多
面
的
機
能
の

発
揮
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

全
国
一
の
森
林
資
源
を

有
す
る
北
海
道
に
お
い

て
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
て
、
森
林
吸
収
源
対
策
を

積
極
的
に
推
進
す
る
責
務
を

担
っ
て
い
る
。

　

本
町
を
は
じ
め
、
道
内
各

地
域
で
は
、
植
林
・
間
伐
や

路
網
の
整
備
、
優
良
種
苗
の

安
定
供
給
、
山
地
災
害
の
防

止
、
木
造
建
築
物
の
整
備
、

森
林
づ
く
り
を
担
う
人
材
の

育
成
な
ど
、
様
々
な

取
組
を
進
め
て
き

た
。

　

本
道
の
森
林
を
将

来
の
世
代
に
引
き
継

ぎ
、
循
環
型
社
会
を

形
成
す
る
た
め
に

は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

北
海
道
の
実
現
に
資
す
る
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策

の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
次
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
適
切
な
間
伐
や
伐
採
後

の
着
実
な
植
林
の
推
進
に
必

要
な
森
林
整
備
事
業
予
算

や
、
防
災
・
減
災
対
策
の
推

進
に
必
要
な
治
山
事
業
予
算

を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。

２
．
成
長
が
早
く
形
質
の
優

れ
た
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
な
ど

の
優
良
種
苗
の
安
定
供
給
、

生
涯
を
通
じ
た
歯
科
健
診
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

現
在
、
我
が
国
で
は
、
成

人
期
以
降
の
歯
科
健
診
は
義

務
付
け
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

受
診
体
制
は
十
分
と
は
言
え

な
い
状
況
に
あ
る
。
人
生

１
０
０
年
時
代
を
迎
え
る
中

で
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

に
は
、
切
れ
目
の
な
い
歯
科

健
診
の
受
診
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
令
和
４
年

６
月
７
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
２
」
に

お
い
て
、「
生
涯
を
通
じ
た

歯
科
健
診
（
い
わ
ゆ
る
国
民

皆
歯
科
健
診
）
の
具
体
的
な

検
討
」
を
行
う
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国

民
が
定
期
的
に
歯
科
健
診
を

受
診
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
向
け
た
取
組
が
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て

は
、
生
涯
を
通
じ

た
歯
科
健
診
の
法

制
化
を
早
急
に
進

め
る
と
と
も
に
、

次
の
事
項
に
つ
い

て
措
置
を
講
ず
る

よ
う
強
く
求
め

る
。

１
．
国
民
皆
歯
科

健
診
の
具
体
的
な

検
討
は
、
地
方
自

治
体
を
は
じ
め
関

係
者
の
意
見
を
十

分
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る
ス

マ
ー
ト
林
業
の
推
進
、
木
材

加
工
・
流
通
体
制
の
強
化
、

建
築
物
の
木
造
・
木
質
化
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用

の
促
進
な
ど
に
よ
る
道
産
木

材
の
需
要
拡
大
、
外
国
人
材

も
含
め
た
森
林
づ
く
り
を
担

う
人
材
の
育
成
・
確
保
な
ど

に
必
要
な
支
援
を
充
実
・
強

化
す
る
こ
と
。

２
．
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実

施
に
関
し
て
は
、
国
に
お
い

て
十
分
な
財
政
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

３
．
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実

現
と
合
わ
せ
て
、
国
民
に
対

し
て
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
及
び
歯
科
疾
患
の
発
症
や

再
発
、
重
症
化
予
防
の
た

め
、
ひ
い
て
は
、
全
身
の
健

康
に
つ
な
が
る
よ
う
、
総
合

的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
。請願第１号

女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求め
る意見書の日本政府への提出についての請願
請願第２号
選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求める意見書の
提出についての請願
以上２件の請願は、議会運営委員会に付託されました。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
実
現
に
資
す
る
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
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歯の健康が健康寿命を延ばすと言われている

北海道の森林資源は全国一

意
見
書
２
件
を
採
択
し
ま
し
た

請　願
　



  各常任委員会所管事務調査
　令和６年度は以下のとおり所管事務調査を行う予定です。調査結果は議会だよりで報告します。

委員会 調査事項

総務教育常任委員会
委員長　堀　文彦
副委員長　置田武司
委　員　齊藤義崇
委　員　佐藤則男
委　員　藤本光行
委　員   鵜川和彦

  ◎学校教職員の働き方改革の実効化に向けた部活動の地域移行の取組について
  ◎社会教育の施設の老朽化に伴う施設の統廃合に関する実態と課題、今後の展望
　  について
  ◎若者定住事業のパッケージプランとして考えられる施策と今後の展望について
  ◎介護福祉学校で行われている高専連携の実態と課題、今後の展望について

産業福祉常任委員会
委員長　斉藤隆浩
副委員長　重山雅世
委　員　齊藤義崇
委　員   大櫛則俊
委　員　鈴木千逸
委　員   端　師孝

  ◎ゴミ処理体制の実態について

  ◎栗山煉瓦創庫くりふとの現状と課題について

広報広聴常任委員会
議長を除く議員 10 名

  ◎くりやま議会だよりの発行と広報機能の充実について
  ◎議会広報・広聴機能の充実について

議 会 運 営 委 員 会
委員長　鈴木千逸
副委員長　端　師孝
委　員　堀　文彦

　委　員　佐藤則男　
委　員　斉藤隆浩

  ◎次期議会の会期日程等、議会運営に関する事項について　

全国の議会が栗山町へ

 栗山町議会では全国から視察研修を
　　　　　　　　　　　受け入れています。

・令和６年５月　８日（水）　神奈川県大井町議会様
・令和６年５月　９日（木）    福岡県粕屋町議会運営委員会
　　　　　　　　　　　　　 総務建設常任委員会様
・令和６年５月１５日（水）    岡山県美咲町議会様
・令和６年５月１７日（金）    北海道森町議会様
・令和６年６月２７日（木）    北海道木古内町議会　　　　　　　　　                     
　　　　　　　　　　　　　 議会改革調査特別委員会様

　　　　　　　　　　　　　　 岡山県美咲町議会のみなさんと

くりやまぎかいだより№ 1807
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町政の町政の
　　ここが聞きたい　　ここが聞きたい

７    議員が一般質問

６月定例会議
録画配信

斉
さいとう

藤　隆
たかひろ

浩議員
Ｑ１.最低限の生活確保を　Ａ .支援について検討を進めていく

Ｑ３.役場職員の働き方対策は　Ａ .職員数確保と業務の効率化に取り組む

重
しげやま

山　雅
ま さ よ

世 議員
Ｑ１.食料を安全・安心に　Ａ .環境に配慮した農業を推進していく

大
おおくし

櫛　則
のりとし

俊 議員
Ｑ１.ダイヤ改正の必要性について　Ａ .効率化、利便性の向上を図っていく

Ｑ１.町職員倫理条例の運用状況は　Ａ .引き続き周知啓発に努める

Ｑ２.オーバードーズの予防啓発を　Ａ .関係機関と連携を図っていく

Ｑ２.免許証の自主返納支援事業の充実を　Ａ .改善に向けて検討していく

鈴
す ず き

木　千
ち は や

逸 議員

Ｑ２.より良い工業団地づくりの具体的な取組は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ .適切な対応に努めていく

Ｑ 1.役場内でのハラスメント調査を　Ａ .実施に向けて検討する

佐
さ と う

藤　則
の り お

男 議員
Ｑ１.窓口に軟骨伝導イヤホン導入を　Ａ .導入の必要性を検討していく

Ｑ１.今後の公共事業のあり方は　Ａ .地元企業への受注機会確保に努める

齊
さいとう

藤　義
よしたか

崇 議員

堀
ほり

　　文
ふみひこ

彦 議員



                  社
会
的
弱
者

Ａ：支援について検討を進めていく
Ｑ：最低限の生活確保を

議
員　

①
高
速
ゆ
う
ば
り

号
廃
止
予
定
に
伴
い
継
立

地
区
お
よ
び
角
田
地
区
近

郊
に
居
住
し
て
い
る
住
民

の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ

い
て
。

②
継
立
地
区
お
よ
び
角
田

地
区
近
郊
に
居
住
し
て
い

る
住
民
の
買
い
物
弱
者
対

策
に
つ
い
て
。

町
長　

①
町
内
の
検
討
委
員

会
で
民
間
バ
ス
廃
止
後
の
検

討
を
続
け
て
い
る
。
町
民
の

声
も
聞
き
な
が
ら
利
用
実
態

も
含
め
議
論
し
て
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
対
応
し
た
い
。
ま
た

岩
見
沢
市
の
中
心
市
宣
言
に

斉藤隆浩 議員

住民の移動手段の確保が課題

質
問
趣
旨　

高
齢
化
が
進
み

中
心
市
街
地
以
外
に
住
む
方

た
ち
の
生
活
が
不
便
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
今
回
は
主
に

継
立
地
区
と
そ
の
近
郊
及
び

角
田
地
区
と
そ
の
近
郊
に
お

い
て
民
間
バ
ス
の
便
数
減
少

や
小
売
店
の
減
少
な
ど
中
心

市
街
地
以
外
に
住
む
住
民
の

最
低
限
の
生
活
確
保
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

                   

工業団地

Ａ
：
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
く

議
員　

５
月
文
書
質
問
で

概
ね
前
向
き
な
回
答
を
い

た
だ
い
た
が
、
よ
り
具
体

的
な
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

①
今
後
は
、
新
た
な

売
買
契
約
を
締
結
す
る
場
合

に
お
い
て
も
、
契
約
条
項
と

し
て
届
出
事
項
の
整
理
を
検

討
し
て
い
く
。合
わ
せ
て「
工

業
団
地
分
譲
要
綱
（
仮
称
）」

に
つ
い
て
本
町
独
自
の
要
綱

制
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

②
景
観
悪
化
に
つ
い
て
は
、

景
観
法
等
の
規
定
に
基
づ
く

届
出
行
為
の
指
導
徹
底
を
、

ま
た
、
騒
音
、
振
動
及
び
悪

臭
な
ど
の
環
境
悪
化
に
つ
い

て
は
、
公
害
防
止
条
例
の
規

定
に
基
づ
く
指
導
、
改
善
勧

告
及
び
改
善
命
令
等
を
適
切

に
講
じ
て
い
く
。

感
想　

今
回
の
一
般
質
問

１
点
目
は
地
域
を
絞
っ
た

中
で
他
市
町
村
の
取
組
事

例
も
交
え
な
が
ら
、
栗
山

町
だ
け
に
負
担
を
か
け
ず
、

補
助
金
や
民
間
企
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
も
利
用
し
な
が
ら
、

一
時
的
で
は
な
く
継
続
的

に
行
政
と
民
間
が
協
力
し

た
中
で
の
弱
者
対
策
が
講

じ
ら
れ
る
よ
う
提
案
し
た
。

継
立
地
区
と
角
田
地
区
お

よ
び
近
郊
の
生
活
弱
者
対

策
は
急
務
だ
と
町
長
も
認

識
し
て
い
る
の
で
早
期
対

策
を
望
む
。

　

ま
た
、
２
点
目
の
工
業

団
地
に
お
い
て
も
一
定
の

ル
ー
ル
の
中
で
企
業
を
発

展
さ
せ
、
雇
用
の
確
保
を

す
る
べ
く
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
産
業
も
町
民

も
元
気
な
栗
山
町
を
目
指

し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
。

Ｑ
：
体
制
づ
く
り
の
具
体
的
取
組
は

伴
い
協
議
会
が
出
来
た
の

で
、
夕
張
市
、
岩
見
沢
市
も

絡
め
た
中
で
バ
ス
路
線
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
訴
え
て
い

き
た
い
。
ま
た
夕
張
市
及
び

由
仁
町
と
連
携
し
た
中
で
の

バ
ス
運
行
も
検
討
し
た
い
。

②
継
立
地
区
に
お
い
て
は
、

交
通
の
要
所
で
一
定
の
街
の

体
裁
は
整
っ
て
い
る
が
、
人

口
減
少
や
高
齢
化
率
も
考
え

た
中
で
行
政
が
果
た
す
役
割

と
民
間
の
力
を
借
り
る
部

分
、
そ
し
て
官
民
連
携
も
し

な
が
ら
様
々
な
方
向
か
ら
買

い
物
弱
者
対
策
に
取
り
組
み

た
い
。　

　

ま
た
角
田
地
区
に
お
い
て

は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
誘
致
を
し

た
い
。
現
在
角
田
に
あ
る
旧

病
院
跡
地
を
解
体
整
地
す
る

の
で
、
そ
の
土
地
を
中
心

に
、
あ
る
程
度
の
土
地
面
積

を
確
保
し
た
中
で
コ
ン
ビ
ニ

誘
致
を
進
め
て
行
く
。

５
月
文
書
質
問
は

16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
！
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                  実

態

調

査

Ａ：実施に向けて検討する
Ｑ：役場内でのハラスメント調査を

質
問
趣
旨　

役
場
職
員
の
超

過
勤
務
時
間
お
よ
び
勤
務
環

境
の
改
善
を
狙
い
質
問
し

た
。
ま
た
、
超
過
勤
務
に
よ

る
体
調
不
良
者
と
若
者
の

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
の
課
題
を

解
決
出
来
る
よ
う
対
策
を
要

請
し
た
。

議
員　

現
在
も
、
過
労
死
ラ

イ
ン
の
月
１
０
０
時
間
を
超

え
る
超
過
勤
務
者
が
い
る
状

況
で
あ
る
た
め
、
職
員
数
増

や
担
当
業
務
の
適
正
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

堀　文彦 議員

議
員　

昨
今
、
Ｏ
Ｄ
・
オ
ー

バ
ー
ド
ー
ズ
、
い
わ
ゆ
る
薬

物
の
過
剰
摂
取
に
依
存
す
る

若
者
が
国
内
的
に
増
え
て
い

る
。
こ
の
現
状
に
つ
い
て
町

の
予
防
策
の
取
組
、
相
談
窓

口
の
設
置
、
ひ
い
て
は
新
し

く
建
設
さ
れ
る
栗
山
赤
十
字

病
院
に
心
療
内
科
の
新
設
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

感
想　

３
点
の
質
問
が
検
討

さ
れ
、
実
現
化
す
る
こ
と

で
、「
す
べ
て
の
町
民
が
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
送

る
」
こ
と
が
出
来
る
よ
う
願

う
。
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町
長　

職
員
数
の
増
に
関
し

て
は
、
近
年
の
業
務
量
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
直
近

２
年
間
に
お
い
て
計
画
を
上

回
る
形
で
採
用
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
必
要
と
な
る

職
員
数
の
確
保
は
も
と
よ

り
、
現
在
策
定
を
進
め
て
い

る
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ

く
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
業
務
の
効
率
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

                   Ｑ
：
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
の
予
防
啓
発
を

薬物依存

Ａ
：
関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い
く

議
員　

本
町
役
場
職
員
が
快

適
に
業
務
遂
行
出
来
る
よ

う
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

為
の
実
態
調
査
を
行
い
、
こ

れ
ら
の
問
題
を
起
こ
さ
な
い

た
め
の
予
防
策
、
ま
た
実
態

が
あ
る
な
ら
ば
対
応
策
を
講

町
長　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実

態
調
査
は
、
問
題
の
可
視
化

と
防
止
策
の
検
討
・
改
善
、

職
員
の
意
識
改
革
な
ど
、
よ

り
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
対
す
る
基
本
的
な
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
他
の
実

施
事
例
の
調
査
も
進
め
な
が

ら
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し

て
い
く
。

町
長　

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
に

対
す
る
町
の
予
防
策
と
し

て
、
町
民
へ
の
周
知
活
動
や

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
の
取

組
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
そ

れ
ら
の
取
組
を
充
実
し
て
い

く
。
ま
た
、
身
近
な
場
所
で

の
相
談
窓
口
と
し
て
は
、
町

保
健
師
に
よ
る
定
例
の
「
健

康
相
談
日
」
や
随
時
の
「
電

話
・
面
接
相
談
」
を
実
施
し

て
い
る
。
専
門
性
が
必
要
な

場
合
は
、
岩
見
沢
保
健
所
に

よ
る
、
精
神
科
医
師
の
定
例

相
談
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

事
業
」
と
連
携
を
取
っ
て
お

り
、
そ
の
周
知
を
行
い
、
今

後
も
幅
広
い
こ
こ
ろ
の
健
康

問
題
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。
現
在
、
栗
山
赤
十
字
病

院
の
精
神
科
で
は
、
20
代
30

代
な
ど
も
含
め
た
、
幅
広
い

年
代
の
こ
こ
ろ
の
悩
み
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
。
今
後

も
、
町
民
へ
の
周
知
・
啓
発

活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
様
々
な
関
係

機
関
と
連
携
し
た
対
応
を

図
っ
て
い
く
。

じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
！

カスタマーハラスメントは社会問題化している



                  

                  

Ａ：環境に配慮した農業を推進していく

食

の

安

全

 Ｑ：食料を安心・安全に

重山雅世 議員

質
問
趣
旨　

欧
米
で
は
使
用

禁
止
さ
れ
て
い
る
農
薬
が
、

日
本
で
は
化
学
農
薬
・
飼
料

を
使
い
続
け
ら
れ
る
も
と

で
、
食
の
安
全
・
安
心
が
脅

か
さ
れ
、
土
壌
の
力
が
弱
ま

り
持
続
可
能
な
農
業
生
産
に

影
響
を
与
え
る
と
考
え
て
。

議
員　

日
本
は
食
料
だ
け
で

な
く
、
種
子
・
飼
料
・
肥
料
・

資
材
を
海
外
に
依
存
し
、
異

常
な
円
安
も
加
わ
り
農
業
経

営
の
存
続
の
危
機
と
食
料
供

給
の
脆
弱
性
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
る
。
東
京
大
学
鈴

木
宣
弘
特
任
教
授
は
、
日
本

の
食
料
自
給
率
は
肥
料
・
飼

料
等
の
海
外
依
存
を
考
慮
す

る
と
10
％
に
満
た
な
い
と
試

算
し
、
海
外
か
ら
の
物
流
が

停
止
す
る
と
、
世
界
で
最
も

餓
死
者
が
出
る
国
と
予
測
し

て
い
る
。
鈴
木
教
授
は
国
内

資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る

循
環
農
業
の
方
向
性
を
取
り

入
れ
た
安
全
保
障
政
策
の
再

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

言
う
。
以
下
の
２
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①
多
様
で
豊
か
な
生
態
系
を

将
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
生

態
系
を
生
か
し
た
持
続
可
能

な
農
業
「
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ

ジ
ー
」
の
取
り
組
み
を
進
め

て
は
。

②
土
が
健
康
で
あ
る
事
と
体

が
健
康
で
あ
る
事
は
密
接
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
有
機
農

産
物
の
活
用
を
増
や
し
つ
つ

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
」
の

実
現
を
目
指
し
て
は
。

Ｑ
：
自
主
返
納
支
援
事
業
の
拡
充
を

免許証返納
Ａ
：
改
善
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く

日本の食料自給率はとても低い

町
長　

近
年
、
気
候
変
動
や

化
学
肥
料
・
農
薬
の
多
用
に

よ
り
、
土
壌
の
健
全
性
が
低

下
し
農
作
物
の
生
育
、
収

量
、
品
質
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
本
町
の
基
幹
産
業

くりやまぎかいだより№ 18011

教
育
長　

現
在
、
学
校
給
食

で
使
用
し
て
い
る
お
米
は
、

北
海
道
独
自
の
栽
培
基
準
で

化
学
農
薬
・
肥
料
を
減
ら
し

て
栽
培
す
る
イ
エ
ス
ク
リ
ー

議
員　

高
齢
運
転
者
に
よ
る

交
通
事
故
減
少
の
た
め
、
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
促

す
と
と
も
に
、
免
許
返
納
後

の
交
通
手
段
の
支
援
を
図
る

目
的
で
導
入
さ
れ
た
事
業

は
、
支
援
期
間
を
近
隣
の
動

向
踏
ま
え
３
年
間
と
し
て
い

る
。
利
用
者
か
ら
支
援
期
間

の
延
長
等
意
見
や
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
町
民
の
声
を
聞
き
改

町
長　

事
業
制
定
か
ら
５
年

が
経
過
し
事
業
内
容
の
見
直

し
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
免
許
更
新
時
や
65
歳
以

上
の
町
民
抽
出
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
に
よ
る
ニ
ー
ズ
把
握
や

他
自
治
体
の
事
例
も
踏
ま

え
、
改
善
に
向
け
検
討
を
進

め
る
。

善
に
向
け
事
業
見
直
し
を

図
っ
て
は
。

で
あ
る
農
業
を
将
来
に
わ

た
っ
て
発
展
さ
せ
、
安
全
・

安
心
な
農
産
物
を
生
産
す
る

た
め
、
農
業
関
係
団
体
と
連

携
し
、
土
づ
く
り
を
中
心
と

し
な
が
ら
環
境
に
配
慮
し
た

農
業
を
推
進
し
て
い
く
。

ン
米
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
の
学
校
給
食
は
１
日
約

８
０
０
食
作
っ
て
お
り
、
有

機
農
産
物
の
安
定
的
な
調
達

が
困
難
で
あ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

感
想　

韓
国
は
学
校
給
食
が

無
償
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
あ

り
、
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
は
引
き

続
き
求
め
て
い
く
。



                  交

通

弱

者

Ａ：さらなる効率化、利便性を図っていく
Ｑ：一部ダイヤ改正の必要性について

議
員　

日
出
地
区
に
お
い

て
は
、
民
間
バ
ス
路
線
が

す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
病
院

受
診
や
買
い
物
の
た
め
栗

山
駅
へ
向
か
う
交
通
機
関

は
町
営
バ
ス
路
線
の
み
と

町
長　

本
町
に
お
い
て
、
平

成
２
年
よ
り
町
営
バ
ス
の
運

航
を
開
始
し
て
お
り
、
平
成

21
年
３
月
「
栗
山
町
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を

策
定
し
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実

証
運
行
な
ど
、
持
続
可
能
で

効
率
的
な
公
共
交
通
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
、
平
成
28
年
12
月
に
市
街

地
を
循
環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
本
格
運
行
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

う
し
た
中
で
、
日
の
出
地
域

に
お
け
る
公
共
交
通
の
運
行

状
態
は
、
町
営
バ
ス
は
３
路

線
５
便
を
運
行
し
て
お
り
、

高
速
ゆ
う
ば
り
号
が
１
日
３

便
運
行
し
て
い
る
が
、
本
年

９
月
末
に
て
廃
止
が
決
定
し

て
い
る
。　

　

昨
今
の
民
間
バ
ス
路
線
廃

大櫛則俊 議員

日出地区は民間バス路線が本年９月で廃止になる

質
問
趣
旨　

昨
年
、
夕
鉄
バ

ス
路
線
廃
止
等
、
今
年
９
月

末
の
高
速
ゆ
う
ば
り
号
廃
止

に
よ
る
、
日
出
地
区
に
お
け

る
交
通
弱
者
の
支
援
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

感
想　

現
状
、
実
態
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
、
お
答
え
頂
け
た

町
民
の
方
々
や
相
談
意
見

交
換
な
ど
で
御
協
力
し
て

頂
い
た
近
隣
町
民
の
方
々
、

そ
し
て
情
報
、
デ
ー
タ
等
を

快
く
提
供
し
て
頂
い
た
職

員
又
、
そ
れ
に
準
じ
る
方
々

に
よ
っ
て
、
私
は
問
題
へ
の

理
解
と
解
決
案
の
イ
メ
ー

ジ
が
出
来
、
質
問
に
対
す

る
良
い
お
答
え
を
頂
け
た

と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

くりやまぎかいだより№ 180くりやまぎかいだより№ 180 12

な
る
。
交
通
弱
者
で
あ
る
町

民
の
生
活
の
足
の
確
保
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
営
バ
ス

路
線
の
一
部
ダ
イ
ヤ
改
正
を

行
い
利
便
性
の
向
上
も
必
要

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

止
や
高
齢
化
に
よ
る
運
転
免

許
証
返
納
に
よ
り
、
日
出
地

区
に
お
け
る
交
通
弱
者
の

方
々
と
っ
て
は
生
活
交
通
に

お
け
る
移
動
手
段
が
減
少
し

て
い
る
状
況
は
理
解
し
て
お

り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
町

営
バ
ス
の
目
的
で
あ
る
、「
生

活
の
足
」
と
し
て
の
機
能
の

確
保
を
最
優
先
に
さ
ら
な
る

効
率
化
や
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されております。ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています



                  窓

口

業

務

Ａ：必要性について検討していく

Ｑ：軟骨伝導イヤホンの導入を

議
員　

第
３
の
聴
覚
経
路

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
、
軟
骨

伝
導
と
は
耳
の
入
り
口
付

近
に
あ
る
軟
骨
を
振
動
さ

せ
て
音
を
伝
え
る
仕
組
み

で
、
平
成
16
年
に
奈
良
県
立

医
科
大
学
の
細
井
裕
司
学

長
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
補

聴
器
工
業
会
、
２
０
２
２

年
の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、

日
本
の
難
聴
者
は
、
人
口

の
10
％
で
人
数
に
す
る
と

約
１
２
０
０
万
人
以
上
に

上
り
、
医
療
機
器
が
高
額

な
た
め
補
聴
器
所
有
率
が

難
聴
者
の
15
・
２
％
、
約

１
８
０
万
人
し
か
い
な
い
。

高
齢
化
に
伴
い
、
さ
ら
に
増

え
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
、

軽
く
耳
に
当
て
る
だ
け
で

利
用
で
き
る
た
め
、
装
着

町
長　

本
町
の
窓
口
に
お
い

て
は
、
耳
の
聞
こ
え
に
く
い

方
に
は
「
助
聴
器
」
を
進
め

て
お
り
、
福
祉
課
窓
口
２
か

所
に
設
置
し
、
他
の
課
へ
貸

し
出
し
を
行
っ
て
対
応
し
て

い
る
。
助
聴
器
は
集
音
器
の

一
種
で
軽
度
か
ら
中
等
度
の

難
聴
向
け
の
た
め
、
高
度
や

重
度
難
聴
に
は
効
果
が
表
れ

に
く
い
場
合
が
あ
る
。

　

一
方
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

時
の
痛
み
が
少
な
く
、
耳
穴

を
塞
が
な
い
上
、
左
右
イ
ヤ

ホ
ン
の
音
量
調
整
を
個
別
で

で
き
る
た
め
片
耳
だ
け
で
も

使
え
る
。

　

ま
た
、
イ
ヤ
ホ
ン
は
球
体

で
清
潔
感
が
あ
り
、
雑
音
を

取
り
除
く
集
音
器
と
セ
ッ
ト

で
、
音
漏
れ
も
な
く
、
小
さ

な
声
も
は
っ
き
り
と
聞
く
事

が
で
き
る
の
で
、
窓
口
で
大

き
な
声
で
会
話
す
る
こ
と
に

よ
り
個
人
情
報
を
周
囲
に
聞

か
れ
る
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
、
難
聴
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
も
繋

が
る
。
本
町
で
も
職
員
が
、

マ
ス
ク
を
し
て
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
越
し
に
、
大
声
や
筆

談
で
工
夫
を
さ
れ
対
応
し
て

い
る
と
思
う
が
、
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
を
窓
口
に
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
に
も
繋
が
る
と
思
う
。
さ

ら
に
は
、
窓
口
業
務
の
時
間

短
縮
も
見
込
ま
れ
る
と
考
え

る
が
町
長
の
考
え
は
。

佐藤則男議員

質
問
趣
旨　

高
齢
者
の
方
か

ら
相
談
を
受
け
、
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
を
導
入
し
て
い
る

金
融
機
関
へ
伺
い
、
自
分
で

試
し
て
か
ら
質
問
し
た
。

軟骨伝導イヤホン（イメージ）

感
想　

前
向
き
な
答
弁
を

聞
き
質
問
し
て
よ
か
っ
た

と
思
う
。
窓
口
に
老
眼
鏡

が
置
い
て
あ
る
よ
う
に
一

日
で
も
早
く
導
入
し
て
も

ら
い
た
い
。

くりやまぎかいだより№ 18013

ン
は
耳
の
軟
骨
部
に
振
動
を

与
え
て
聞
こ
え
を
補
う
新
し

い
タ
イ
プ
の
補
聴
機
器
で
、

一
般
的
な
難
聴
器
の
使
用
が

難
し
い
外
耳
道
閉
鎖
症
や
小

耳
症
に
有
効
と
の
症
例
が
あ

る
。

　

現
在
、
全
国
い
く
つ
か
の

自
治
体
や
道
内
の
一
部
金
融

機
関
窓
口
で
導
入
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
こ
れ
ら
の
使
用

状
況
や
助
聴
器
と
の
効
用
比

較
調
査
を
行
い
、
導
入
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。



                  倫  

理  

条  

例

Ａ：職員全体の共通認識として　　　　
　　　　　　　　　周知啓発に努める

Ｑ：町職員倫理条例の運用状況は

議
員　

栗
山
町
で
は
、
令

和
４
年
４
月
１
日
に
「
栗

山
町
職
員
倫
理
条
例
」
が

施
行
さ
れ
た
が
、
制
定
か

ら
２
年
が
経
過
し
た
。
そ

の
運
用
状
況
な
ど
に
つ
い

て
伺
う
。

①
本
条
例
を
職
員
に
浸
透

さ
せ
る
仕
組
み
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
か
。

②
条
例
施
行
後
、
栗
山
町

内
部
統
制
等
推
進
委
員
会

へ
の
諮
問
し
た
内
容
に
つ

い
て
。

③
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
の
内
容
及
び
対

象
者
に
つ
い
て
。

④
栗
山
町
職
員
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
ブ
ッ
ク
が
令
和

６
年
４
月
１
日
に
改
定
さ

れ
た
が
今
回
重
視
し
た
点
。

町
長　

①
制
定
以
後
、
解
説

資
料
を
作
成
し
、
本
条
例
を

含
む
公
務
員
倫
理
の
保
持
そ

の
他
の
行
動
規
範
の
周
知
に

努
め
て
い
る
。

⑤
S
N
S
に
つ
い
て
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
先
進
事
例
に

比
し
て
不
十
分
で
は
な
い
か

と
お
見
受
け
す
る
が
今
後
策

定
の
計
画
に
つ
い
て
。

鈴木千逸 議員

今後はＳＮＳのガイドラインの整備も必要

質
問
趣
旨　

職
員
に
対
し
て

本
条
例
を
浸
透
す
る
こ
と
が

自
治
体
の
目
的
で
あ
る
「
町

民
の
福
祉
増
進
」
に
直
結
す

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
現
状
の
認
識
を
町
長
に
問

う
て
み
た
。

感
想　

職
場
の
風
土
の
中

で
も
倫
理
観
の
醸
成
は
一

朝
一
夕
で
叶
う
も
の
で
は

な
い
と
思
う
。
年
に
数
回
集

合
研
修
す
る
よ
り
も
、
短

時
間
で
も
朝
礼
な
ど
に
よ

る
日
々
の
積
み
重
ね
が
重

要
と
思
う
。
ま
た
、
考
査

を
繰
り
返
す
こ
と
な
ど
で

職
員
個
々
の
理
解
度
を
確

認
す
る
こ
と
や
人
事
評
価

と
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
よ

り
効
果
を
発
揮
す
る
と
考

え
る
。
今
後
の
推
移
を
見

守
り
た
い
。
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②
本
委
員
会
は
、
倫
理
条
例

の
定
め
に
よ
り
、
町
外
の
専

門
家
を
含
む
有
識
者
３
名
の

構
成
に
よ
り
、
職
員
周
知
に

係
る
取
組
、
懲
戒
処
分
基
準

や
内
部
通
報
制
度
等
の
関
連

制
度
の
取
組
全
般
に
つ
い
て

の
評
価
・
検
証
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

③
全
職
員
を
対
象
と
し
た
公

務
員
倫
理
・
危
機
管
理
に
係

る
基
本
的
な
研
修
を
行
っ
た

ほ
か
、
ま
ず
は
管
理
職
を
対

象
に
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
予
防
、

事
案
発
生
時
に
お
け
る
初
動

対
応
等
に
着
眼
し
た
研
修
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
引
き

続
き
、
接
遇
・
窓
口
対
応
に

関
わ
る
研
修
や
、
職
責
等
に

応
じ
た
よ
り
良
い
研
修
の
充

実
に
努
め
て
い
く
。

④
内
部
通
報
制
度
に
係
る

「
外
部
通
報
窓
口
の
設
置
」

及
び
「
懲
戒
処
分
の
公
表
基

準
」
に
係
る
情
報
を
追
加
し

た
ほ
か
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
理
解
」
に
係
る
内
容
を
一

部
充
実
し
た
。

⑤
私
的
利
用
に
関
す
る
基
本

的
な
留
意
点
等
に
つ
い
て
周

知
し
て
き
た
が
、
今
後
に
お

い
て
は
、
他
自
治
体
に
お
け

る
事
例
等
も
調
査
・
研
究
の

上
、
私
的
・
公
的
双
方
の
適

正
か
つ
効
果
的
利
用
に
向
け

た
基
準
の
整
備
を
進
め
て
い

く
。



                  産

業

振

興

Ａ：地元企業への受注機会の
　　　　　　　　　　　　確保に努める

Ｑ：今後の公共事業等のあり方は

議
員　

栗
山
町
は
農
業
を

基
幹
産
業
と
し
て
、
商
業
、

工
業
を
含
む
生
産
額
は
約

４
４
０
億
円
あ
り
、
近
隣

１
市
４
町
（
夕
張
市
、
長

沼
町
、
由
仁
町
、
南
幌
町
）

の
お
よ
そ
50
％
を
占
め
る
。

　

現
在
は
、
世
界
的
な
社

会
情
勢
不
安
や
円
安
に
よ

り
原
材
料
な
ど
が
高
騰
し
、

良
い
経
営
環
境
と
は
言
え

な
い
。
加
え
て
人
口
動
態
、

産
業
動
向
を
考
慮
す
る
と
、

農
・
商
・
工
の
産
業
は
総

じ
て
経
営
体
数
は
減
少
傾

向
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
の
２
点

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

①
栗
山
町
の
産
業
を
過
去

か
ら
現
在
に
至
る
経
過
を

踏
ま
え
、
将
来
の
展
望
に

つ
い
て
。

②
公
共
事
業
や
公
が
行
う

町
長　

①
角
田
炭
鉱
株
式
会

社
新
二
岐
鉱
閉
山
な
ど
、
本

町
で
の
歴
史
的
産
業
の
衰
退

に
よ
り
就
業
人
口
減
少
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
工
業
団

地
の
造
成
な
ど
地
域
振
興
策

の
実
施
に
よ
る
企
業
進
出
に

伴
い
、
建
設
業
、
製
造
業
の

就
業
人
口
に
一
時
伸
び
が
見

ら
れ
た
。

　

将
来
に
向
け
て
は
、
本
町

の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
各

産
業
体
質
強
化
、
そ
の
産
業

を
支
え
る
担
い
手
対
策
な
ど

の
生
産
年
齢
人
口
の
確
保
、

さ
ら
に
は
、
新
た
な
企
業
誘

致
の
展
開
な
ど
、
産
業
競
争

力
強
化
に
向
け
た
取
組
を
進

め
る
。

②
昨
今
の
社
会
情
勢
に
お
け

る
原
材
料
や
人
件
費
な
ど
の

高
騰
に
よ
り
、
事
業
者
の
経

物
財
の
購
入
は
、
景
気
・
経

済
を
浮
揚
、
ま
た
は
喚
起
す

る
効
果
を
期
待
し
、
予
算
化

す
る
側
面
を
持
つ
が
、
今
後

の
公
共
事
業
等
の
あ
り
方
に

つ
い
て
現
状
認
識
と
併
せ
て

の
見
解
は
。

齊藤義崇 議員

原材料等の高騰により事業者は厳しい状況が続いている

質
問
趣
旨　

栗
山
町
は
産
業

の
大
き
い
町
で
あ
り
、
そ
の

振
興
は
最
重
要
課
題
で
あ
る

の
で
、
今
後
の
町
の
方
針
に

つ
い
て
伺
っ
た
。

議会中継 をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索
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営
環
境
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
公
共
事
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
や

緊
急
性
を
考
慮
し
、
計
画
的

な
発
注
を
行
う
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
が
安
全
か
つ
安

心
し
て
生
活
で
き
る
基
盤
づ

く
り
の
た
め
の
事
業
展
開
を

進
め
、
併
せ
て
、
現
場
へ
の

敏
速
な
対
応
や
技
術
力
の
向

上
・
育
成
を
踏
ま
え
、
地
元

企
業
へ
の
受
注
機
会
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

感
想　

町
長
に
は
適
切
な

答
弁
を
頂
い
た
が
、
産
業

を
振
興
す
る
条
例
に
つ
い

て
の
最
後
の
質
問
は
、
説

明
不
足
で
あ
っ
た
と
反
省

し
て
い
る
。
引
き
続
き
政

治
課
題
と
し
て
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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５月臨時会議５月臨時会議
５月 24 日

　５月臨時会議では、補正予算、条例改正が上程され、すべての議案を可決、また専決処
分の報告がなされました。

５月臨時会議
録画配信

補
正
予
算

￥
栗
山
高
校
女
子
野
球
部　
　

　

部
員
増
加
を
見
込
み
学
生
寮
増
設

令
和
５
年
度
予
算

▼
一
般
会
計
（
専
決
処
分
）

２
億
２
５
６
０
万
３
千
円

を
追
加
し
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
５
１
億
５
１
５
１
万
１
千

円
と
し
た
。

　

町
税
及
び
地
方
交
付
税
の

確
定
見
込
み
等
に
よ
る
補

正
。

▼
栗
山
町
工
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
（
専
決
処
分
）

30
万
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を

１
億
７
８
７
３
万
１
千
円
と

し
た
。

　

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
工

事
請
負
費
の
減
額
に
係
る
補

正
。

令
和
６
年
度
予
算

▼
一
般
会
計

１
億
１
１
８
７
万
円
を

追
加
し
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
億
８
７
６
８
万

２
千
円
と
し
た

　

学
生
寮
増
設
事
業
に
伴
う

補
正
。

条　
　

例

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
専
決
処
分
）

　
「
定
額
減
税
」
に
係
る
規

定
で
、
令
和
５
年
度
中
の
所

得
が
１
８
０
５
万
円
以
下
で

あ
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者

に
つ
い
て
、
本
人
及
び
扶
養

親
族
１
人
に
つ
き
１
万
円

を
、
令
和
６
年
度
分
の
町
・

道
民
税
の
所
得
割
の
合
計
額

か
ら
控
除
す
る
措
置
に
係
る

規
定
等
を
追
加
す
る
も
の
。

　令和５年度から令和１２年度までの
８年間の計画期間におけるまちづくり
の基本目標として、まちの将来像をは
じめ重点政策方針や計画期間中の目標
人口、分野別政策の基本方針及び町財
政の見通しを定めている。

栗山町第７次総合計画とは

そ
の
他

▼
栗
山
町
第
７
次
総
合
計
画

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

栗
山
町
学
生
寮
の
増
設
を

行
う
た
め
の
計
画
事
業
１
件

を
追
加
す
る
。

　

今
後
、
栗
山
高
校
女
子
硬

式
野
球
部
員
に
よ
る
入
寮
希

望
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
同
校
の
二
間
口
維
持
に

向
け
た
入
学
者
確
保
の
環
境

整
備
と
し
て
検
討
を
進
め
て

き
た
も
の
で
、
今
般
、
既
存

の
学
生
寮
敷
地
内
に
お
い

て
、
新
た
に
８
部
屋
16
人
が

利
用
で
き
る
別
館
の
増
設
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

　本来は議会が議決しなければならない事項
について、議会の権限に属する軽易な事項で、
議会により特に指定したものは、町長が議会
に代わって意思決定することができる。
専決処分をしたときは、議会に報告しなけれ
ばならない。

専決処分とは

▼
栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
専
決
処
分
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
措
置
と
し
て

講
じ
て
い
た
、
令
和
３
年
度

分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
課

税
標
準
額
の
据
え
置
き
措

置
、
令
和
４
年
度
分
の
商
業

地
等
に
係
る
都
市
計
画
税
の

低
減
措
置
に
係
る
規
定
を
削

除
す
る
も
の
。

▼
財
産
の
取
得

内
部
情
報
系
シ
ス
テ
ム
一
式

取
得
金
額　
　
　
　

　
　
　
　
　

３
４
６
５
万
円

取
得
の
相
手
方　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合

▼
財
産
の
取
得

　
　

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
１
台

取
得
金
額　

　
　
　

２
６
５
３
万
２
千
円

相
手
方　

ナ
ラ
サ
キ
産
業
株

式
会
社
北
海
道
支
社

既存の学生寮
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質
疑

斉
藤
隆
浩
議
員　

第
７
次
総

合
計
画
を
変
更
す
る
に
あ
た

っ
て
、
ど
う
い
う
過
程
を
経

て
き
た
の
か
。

学
校
経
営
改
善
室
長　

学
生

寮
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
第

７
次
計
画
策
定
時
か
ら
計
画

事
業
№
33
の
中
に
「
学
生
寮

定
員
超
を
想
定
し
た
受
入
方

法
の
検
討
」
を
位
置
づ
け
て

い
た
。
今
回
、
栗
山
高
校
と

連
携
し
多
く
の
入
寮
希
望
者

が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
も
栗
山
高
校
の
二
間
口
維

持
に
向
け
て
と
て
も
良
い
状

況
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

民
間
の
賃
貸
住
宅
の
活
用

等
、
他
の
方
法
も
検
討
し
た

が
、
学
生
の
生
活
支
援
の
側

面
か
ら
も
寮
の
増
設
が
最
も

良
い
方
法
と
判
断
し
た
。

町
長　

栗
山
高
校
女
子
硬

式
野
球
部
１
・
２
年
生
31
人

で
、
な
ん
と
か
栗
山
高
校
の

二
間
口
維
持
を
実
現
し
て
い

る
。

　

町
内
唯
一
の
高
校
を
守
っ

て
い
く
、
ま
た
、
若
者
定
住

の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
充
分
町
民
の
福
祉
増
進

に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

総
合
計
画

の
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
は

反
対
し
な
い
が
、
変
更
に
至

る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
、
あ
ま
り
に
も
町
民
を
軽

視
し
す
ぎ
て
い
る
こ
と
に
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。
町
民

の
意
見
も
さ
ほ
ど
聞
か
ず
に

計
画
変
更
を
す
る
こ
と
を
見

過
ご
し
て
し
ま
う
と
、
議
会

の
監
視
能
力
も
疑
わ
れ
る
。

堀
議
員　

強
引
で
あ
っ
た
と

は
感
じ
る
が
、
子
ど
も
達
は

す
で
に
集
ま
り
球
場
で
試
合

を
し
て
い
る
。
今
や
っ
て
は

い
け
な
い
の
は
、
子
ど
も
達

を
路
頭
に
迷
わ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な

強
引
な
進
め
方
は
し
な
い
こ

と
を
約
束
し
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
達
の
た
め
に
、
こ
の

話
は
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

端
議
員　

強
引
に
進
め
ら
れ

て
決
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

さ
ら
に
議
論
が
必
要
だ
と
感

じ
、
賛
成
で
き
か
ね
る
。

鈴
木
議
員　

も
と
も
と
計
画

事
業
№
33
の
中
に
項
目
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
方
向
性
と

全
く
違
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

強
引
と
い
う
意
見
も
あ
る

が
、
今
ま
で
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
で
説
明
を
重
ね
て
い
た

こ
と
も
議
会
と
し
て
承
知
し

て
い
る
。

齊
藤
義
崇
議
員　

議
会
で
充

分
討
議
す
る
べ
き
だ
っ
た
と

は
思
う
。
進
め
て
い
く
べ
き

事
業
で
あ
り
、
認
め
る
べ
き

議
案
と
は
思
う
が
、
議
会
で

の
熟
議
が
必
要
な
案
件
だ
っ

た
と
思
う
。

藤
本
議
員　

町
民
説
明
が
足

り
な
い
、
強
引
だ
と
い
う
話

が
出
た
が
、
少
し
認
識
が
足

り
な
い
の
で
は
。
今
ま
で
の

流
れ
を
見
て
い
る
と
、
栗
山

高
校
を
ど
の
よ
う
に
存
続
さ

せ
る
か
と
い
う
議
論
は
前
々

か
ら
し
て
い
た
。
全
国
か
ら

生
徒
を
集
め
て
二
間
口
維
持

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
栗

山
高
校
女
子
硬
式
野
球
部
が

発
足
し
、
町
ぐ
る
み
で
応
援

す
る
体
制
が
で
き
て
い
る
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

第
７
次
総

合
計
画
を
変
更
す
る
こ
と

で
、
町
民
の
福
祉
増
進
に
ど

斉
藤
隆
浩
議
員　

第
７
次
総

合
計
画
は
策
定
か
ら
２
年
し

か
経
っ
て
い
な
い
が
、
こ
ん

な
に
も
簡
単
に
変
更
す
る
の

か
。
今
後
も
こ
の
よ
う
に
変

更
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

総
合
計
画
は
町
の
最

重
要
計
画
で
あ
り
、
こ
れ
に

沿
っ
て
町
政
を
進
め
て
い
く

が
、
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢

に
応
じ
て
、
様
々
な
追
加
の

事
業
や
、
施
策
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
た
時
に

は
、
計
画
に
追
加
、
変
更
を

し
て
進
め
て
い
く
。

う
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
。

議　件　名 結
果

齊
藤
置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
端藤
本
鵜
川

栗山町第７次総合計画の一部変更について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ /
可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　ー：棄権　　　　　　※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

賛
否
の
公
表

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

討

論
反対討論をする斉藤隆浩議員

賛成討論をする鈴木議員



                                    

文 書町政を問う！

文書質問

Q：自転車通学のヘルメット着用について
　道路交通法の改正により２０２３年４月１日から自転車に乗るすべての人に対して　道路交通法の改正により２０２３年４月１日から自転車に乗るすべての人に対して
ヘルメット着用が努力義務になった。本町では中学校の通学に自転車を利用する生徒ヘルメット着用が努力義務になった。本町では中学校の通学に自転車を利用する生徒
も見受けられるが、生徒が安全に通学できるよう配慮も必要ではないかと思う。　　も見受けられるが、生徒が安全に通学できるよう配慮も必要ではないかと思う。　　
　２０２２年６月には町内で自転車に乗った中学生が交通事故に巻き込まれ負傷した　２０２２年６月には町内で自転車に乗った中学生が交通事故に巻き込まれ負傷した
事故をきっかけにキャッチボイスでも学生のヘルメット義務化を求める声や、ヘル事故をきっかけにキャッチボイスでも学生のヘルメット義務化を求める声や、ヘル
メット購入についての助成を求める声が上がっている。メット購入についての助成を求める声が上がっている。
　校則での義務化やヘルメット購入についての助成の検討について教育委員会の見解　校則での義務化やヘルメット購入についての助成の検討について教育委員会の見解
を伺う。を伺う。

 A：ニーズ調査も含めて検討を進める

提出日
令和６年５月　７日
回答日
令和６年５月２１日

鈴木　千逸 議員

　　ヘルメット着用と準備は、各ご家庭で対応していただくことが基本と考えているため、教育委員会としヘルメット着用と準備は、各ご家庭で対応していただくことが基本と考えているため、教育委員会とし
て、ヘルメット購入助成は考えていないが、今後、町全体の交通安全対策の観点からヘルメット着用の普て、ヘルメット購入助成は考えていないが、今後、町全体の交通安全対策の観点からヘルメット着用の普
及促進を図るべく、ニーズ調査も含めて助成制度の検討を進めていくこととしている。及促進を図るべく、ニーズ調査も含めて助成制度の検討を進めていくこととしている。
　なお、児童生徒が主体的にヘルメットの必要性を話し合う機会を設けるとともに、保護者に対してもヘ　なお、児童生徒が主体的にヘルメットの必要性を話し合う機会を設けるとともに、保護者に対してもヘ
ルメットの着用について意見交換の機会を設けるなど、通学時に限らずヘルメットの着用促進に向けた働ルメットの着用について意見交換の機会を設けるなど、通学時に限らずヘルメットの着用促進に向けた働
きかけをしていく。また、警察署を初めとする関係機関等とも連携しながら、児童生徒の交通安全や事故きかけをしていく。また、警察署を初めとする関係機関等とも連携しながら、児童生徒の交通安全や事故
防止の推進を図っていく。防止の推進を図っていく。

Q：より良い工業団地づくりについて
　　現在、栗山町工業団地には進出企業が相互にトラブルなく事業ができる現在、栗山町工業団地には進出企業が相互にトラブルなく事業ができる明確な取り明確な取り
決めはなく、工業団地のさらなる造成や今後の企業誘致を見据えた決めはなく、工業団地のさらなる造成や今後の企業誘致を見据えた中で環境整備が必中で環境整備が必
要と考える。そこで以下２点伺う。要と考える。そこで以下２点伺う。
①既存の企業の業種変更や、民間同士の用地賃貸や売買のいずれにおいても事前に町①既存の企業の業種変更や、民間同士の用地賃貸や売買のいずれにおいても事前に町
　に届出する仕組みを構築する考えは。　に届出する仕組みを構築する考えは。
②事業開始後において明らかに景観や環境を悪化させ近隣からの苦情が複数出た場合②事業開始後において明らかに景観や環境を悪化させ近隣からの苦情が複数出た場合
　や、業種によっては衛生管理等事業環境に配慮が必要となった場合、法律に照らし　や、業種によっては衛生管理等事業環境に配慮が必要となった場合、法律に照らし
　調査や指導できる体制づくりを構築する考えは。　調査や指導できる体制づくりを構築する考えは。

 A：企業が安心して操業できる工業団地作りを目指していく
①既存企業の業種変更や代表者等の変更は重要事項と認識しており、そのような変更が生じる際は、町へ①既存企業の業種変更や代表者等の変更は重要事項と認識しており、そのような変更が生じる際は、町へ
　の報告を依頼し、進出企業間によるトラブルが生じないよう今後も努めていく。　の報告を依頼し、進出企業間によるトラブルが生じないよう今後も努めていく。
②事業者への指導はもとより、町による監視パトロールの強化や工業団地企業協議会との連携を強化し、②事業者への指導はもとより、町による監視パトロールの強化や工業団地企業協議会との連携を強化し、
　官　官民による監視機能を充実させていく。また、事業者が周辺環境を著しく悪化させる被害が生じた場合民による監視機能を充実させていく。また、事業者が周辺環境を著しく悪化させる被害が生じた場合
　は、北海道と連携し必要な措置を要請していく。　は、北海道と連携し必要な措置を要請していく。企業の皆様が安心して本町での操業が継続できるよう、企業の皆様が安心して本町での操業が継続できるよう、
　より良い工業団地づくりを目指していく。　より良い工業団地づくりを目指していく。

提出日
令和６年５月　７日
回答日
令和６年５月２１日

斉藤　隆浩 議員
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質質 問

　議会の機能向上を図るため、議会が開催されない月でも質問を行うこと
ができる「文書質問」を導入している。
　「文書質問」は定例会議開催月（３月、６月、９月、１２月）以外の月　
に行い、内容は執行機関の長（町長等）の所信を問う内容でなければいけ
ない。

文書質問とは



政務活動費収支一覧

番号 議員氏名 交付決定額
政務活動に要した対象経費 交 付 金

残     額調査研究費 研　修　費 資料購入費 合　　計

1 齊藤　義崇 240,000 59,070 137,868
126,868

79,014
105,304

275,952
291,242 0

2 置田　武司 240,000 89,090 18,007 107,097 132,903

3 重山　雅世 220,000 99,090 19,900 118,990 101,010

4 大櫛　則俊 220,000 220,000

5 堀　　文彦 220,000 170,180 37,555 207,735 12,265

6 鈴木　千逸 240,000 143,655 101,111 244,766 0

7 佐藤　則男 240,000 14,113 14,113 225,887

8 斉藤　隆浩 220,000 59,070 59,070 160,930

9 端　　師孝 220,000 34,079 30,000 64,079 155,921

10 藤本　光行 240,000 112,370 26,290 138,660 101,340

11 鵜川　和彦 240,000 72,780 84,682 157,462 82,538

合　計 2,540,000 118,140 859,112
848,112

410,672
436,962

1387,920
1,403,214 1,192,794

（単位：円）

　令和６年５月１日発行の議会だよりに掲載しました政務活動費収支一覧につい
て、研修費及び資料購入費の積算に誤りがありました。訂正してお詫びいたします。

　政務活動報告

議員の調査研究その他活動に資するための必要な経費の一部として交付されるもの。
栗山町議会は後払い方式で、上限額は年間 240,000 円。
活動報告書、領収書等はホームページで公開している。

政務活動費とは

　議会モニターの皆さんには、より良い議会だよりにするために、毎号、アンケート
にご協力いただいています。
　いただいた意見を今後の議会だよりづくりに活かし、より分かりやすい、読みやす
い議会だよりを目指していきます。
　いただいたご意見やご質問を、抜粋して掲載します。

　　

意見
　

　

議会モニターからの声

変更

　

意見

　　

変更

質問

回答
　

　　

意見

回答

　

意見

変更

　色の濃淡が原因なのか、赤
と黒の２色刷が見づらい。

　令和６年度より、緑と黒の　
２色刷に変更しました。

　議会だよりは若者から高齢　
者の方までが見るので、もう　
少し分かりやすい文章にする　
と良い。

　現在、難しい言葉には解説　
をつけているところですが、よ
り分かりやすい紙面となるよう
に、改善していきます。

　　難しい地名にフリガナを
　ふって欲しい。

　次回より、難しい言葉にはフ
リガナをふるよう改善していき
ます。

　各議員の賛否の理由を掲載　
してほしい。

　討論を行った場合のみ掲載し
ておりますので、ご了承くださ
い。

　令和６年５月１日号の表
紙に地域おこし協力隊員を
用いた理由は。

　令和６年度の議会だより
の表紙のテーマを「輝く栗
山人！」として、各分野で
頑張っている人、団体に登
場してもうらことに決め、
前号は地域おこし協力隊員
としました。
　今後、様々な分野の方が
登場する予定となっていま
す。

くりやまぎかいだより№ 18019



Vol. ２　村
むら

　田
た

　峰
たか
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ふみ

　さん９月定例会議の開会日

月　　 日～９ 3
議会の予定

議会の予定は変更になる場合があり
ます。議会事務局または議会ホーム
ページでご確認ください。

 議会を見に行こう！
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　栗山町のみなさんこんにちは！私は 7 月 8 日に開局したコ
ミュニティ FM ラジオ放送局を運営する「エフエムくりやま」
の代表を務めさせていただくことになりました村田峰史（たか
ふみ）と申します。私は以前、官公庁の無線技士や、放送局（テ
レビ局・ラジオ局）のスタジオ設計施工などを行う仕事をして
おりまして、この度、縁がありまして栗山町が整備いたしまし
た放送局の運営を担うことになりました。
　コミュニティ FM とは、基本的に１つの市町村をエリアとし
て放送されるラジオ放送局で当局は主に栗山町がエリアとなり
ます。道内では２９番目となり、近隣では、岩見沢や苫小牧、
恵庭などで放送されており、送信出力が２０ワット（蛍光灯１
本くらい）と微小な電力で栗山町をカバーしております。
　開局時は７人のパーソナリティが番組を担当いたしますが、
ラジオ局経験者もいれば、まったく初めての人などさまざまで
す。準備期間が短かったため、練習不足の感もありご迷惑をお
かけしますが、スタッフ一同、栗山町の皆様に正確にわかりや
すく情報発信できるよう精進しております。
　７月からの自主制作番組（生放送）は、平日は朝に２時間、
昼に２時間、夕方に１時間、日曜昼に２時間と短い時間での放
送となりますが、情報量たくさんで発信いたします。今後は
１０月や来年４月のタイムテーブルの改編に合わせまして、町
民参加番組を増やしていく予定であります。普段は何気なく聴
いていただいて、災害発生時には町民を守るため必要な情報を
発信していきます。
　これからも栗山町の皆様に育てていだき、共に成長する放送
局を目指し、くりやまの「音」を発信し続けていきたいと思っ
ております。ラジオの周波数はＦＭ７８．８メガヘルツ！よろ
しくお願いします。

８月 ３０日（金） 議会運営委員会
９月 ３日（火） ９月定例会議
９月 ９日（月） 決算審査特別委員会

　※全て９時３０分開会予定です

　★令和６年度の表紙のテーマは
　　　　　　　「輝く栗山人！」　です。　
　　栗山町で頑張っている人、団体が登場します。
　　次号もお楽しみに！　　　

輝く栗山人 !
栗山町で頑張っている人をクローズアップ

「栗山町の情報発信基地を担う！」

は議会活動にふれる最もは議会活動にふれる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ身近な方法です。皆さんの選んだ
議員の活動や町政の方針などを、議員の活動や町政の方針などを、
ぜひご覧ください。ぜひご覧ください。
　会議当日の受付で傍聴できます　会議当日の受付で傍聴できます
ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入
口まででお越しください。口まででお越しください。


